
  

 

 

 

 

 

 

親が子供にできること 
 

 「２ちゃんねる」や「ニコニコ動画」の創始者として知られる「ひろゆき」こと西村博之さんが、子育

てについて次のように述べています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供にとっての呪いの言葉 
・「お前はどうせがんばっても無理だ」 

                  × ＮＧワード 
・「どうせダメだ」 

 親は子供の夢を「本業にしなければいけない」「夢は一つに絞り込まなければ 

いけない」と思いこんでしまいがち。 

やってみて学ぶもの 
◎何事においても、チャレンジしてみて、それで「ダメだな」と学べば、それで十分です。きっとそれ 

 は次のチャレンジの原動力となります。チャレンジするチャンスを子供に与えられるかどうかで、そ

の子の人生が大きく変わります。一方で子供が行き詰ったときは、夢と現実をつなげてあげるの

も親の役割です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本的に親が子供にできることは「応援」でしかありません。「お前は何がやりたいんだ？」

「将来の夢は何なんだ？」と子供を問い詰めても意味はありません。そう言ってしまうと、今度

は自分でそれらを見つけないといけないプレッシャーに押しつぶされてしまいます。しまいには

「生きる意味を持たない自分は、どうせ何をやってもダメなんだ…」と思い込んでしまいます。 

 学校の教育活動でも同じです。子供たちのやる気を引き出し、チャレンジする場を与え、目標

に向かってコツコツ努力することを応援し、達成し 

たらともに喜び合うことに学校教育の素晴らしさ 

があると思います。「トライ＆チャレンジ」、よろしく 

お願いします。 
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